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薔資料2 鎌倉時代に出された法令 (一部)

藷歯の音通は日の焼をふ||サ取った後,

そこに麦をまいている。これを日麦と

よんで,嶺土らはその年貢を徴1又して
いるということである。一

文泉元(1264)年 4月 26日
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